
 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

【泉州二次医療圏の医療機能表】 
 



第９章 二次医療圏における医療体制 第７節 泉州二次医療圏 
  

 

第７節 泉州二次医療圏（抜粋）               

第１項 泉州二次医療圏内の医療体制の現状と課題            

１．地域の概況 
（１） 医療体制 

【精神疾患】 

○地域連携拠点医療機関については、多様な精神疾患に対応するために、疾患ごとに定めてお

り、統合失調症は１７施設、認知症は１３施設、うつ病は５施設となっています。 

 

○泉州圏域は精神科病院数、病床数とも他圏域よりも多いため、圏域内はもとより圏域外から

の急性期患者の入院需要に対応しています。 

 

○長期入院患者の退院促進に関しては、圏域内市町が多いこと（府内最多の８市４町）に加え、

圏域外からの患者も多く（Ｐ１７５※）、他圏域に比べより一層の圏域内での連携・調整や

圏域を超える対応が必要です。 

 第２項 泉州二次医療圏における今後の取組（方向性）       

（３）地域における課題に対しての対策 

【精神疾患】 

 

 

 

 

 

 

 

○計画中間年（２０２０年度）以降、計画最終年（2023年度）までの取組については、計画

中間年までの取組を踏まえ、検討し、実施していきます。 

【計画中間年（２０２０年度）までの取組】 

・精神科の医療資源の優位性を生かし、診療所を含む各医療機関の連携と多様な精神

疾患に対応できる医療提供が図れるよう、協議の場を設けて意見交換を行います。 

 

・長期入院患者の退院促進については、長期入院精神障がい者退院促進事業を活用し

た地域移行への取組みをすすめます。 

 

・医療機関や福祉関係事業所、保健所、市町村などが重層的に連携できるよう、保健

所圏域ごとの協議の場を設置し、併せて市町村ごとの協議の場の設置を働きかける

ことで、地域包括ケアシステムの構築に向けたネットワークづくりに取組みます。 







都道府県連携拠点医療機関の指定要件

※都道府県連携拠点医療機関に望まれる機能

都道府県連携拠点として望まれる機能

① クロザピンによる治療が可能

② 修正電気けいれん療法（mECT）が可能

① 認知症専門医を養成する研修が可能（府全体の研修機能がある）

②
高度な診断機能
（認知症疾患医療センターで通常できる鑑別診断より高度な検査や診断が自院内で可能）

児童思春期の精神科入院機能

修正電気けいれん療法（mECT）が可能

専門プログラムの普及・困難事例の入院治療が可能

専門プログラムの普及・困難事例の入院治療が可能

専門プログラムの普及が可能

重症例に対応（てんかん重積発作に対応等）が可能
（呼吸管理の元での治療が可能）

重篤な身体状態の悪化にも対応可能（BMI15未満に対応可能）・入院治療が可能

DPATとしての役割を持ち、府と連携しての活動が可能

人材育成が可能（府全体の研修機能がある）

院内の精神科医と産婦人科医が連携しての支援が可能
市町村や保健所等との連携が可能

地域連携拠点医療機関の指定要件

※地域連携拠点医療機関に望まれる機能

地域連携拠点として望まれる機能

相談機能があり、地域の福祉関係機関等と連携して支援ができる

認知症疾患医療センターあるいは、専門医療相談、鑑別診断、身体合併症・周辺症状の急
性期対応等認知症疾患センターと同等の機能がある

児童思春期を専門とする医師が診察
確定診断が可能

うつ病に特化したプログラム（認知行動療法、リワークプログラム）を実施

専門的治療（持続エクスポージャー療法、EMDR等）が可能

専門プログラム（疾病教育・ミーティング・認知行動療法等）を実施

専門プログラム（疾病教育・ミーティング・認知行動療法等）を実施

専門プログラム（疾病教育・ミーティング・認知行動療法等）を実施

専門的治療が可能

① 国基準診断

② 診断書作成

③ リハビリ対応

④ 精神症状対応可能（入院）

⑤ 精神症状対応可能（通院）

身体状況悪化に対応
身体科と連携しての診療可能

府と連携して被災した精神科医療機関へ支援を行うことが可能

確定診断、疾病教育が可能

地域の産婦人科機関と連携しての診療が可能

アルコール依存症

疾患名

統合失調症

認知症

児童・思春期精神疾患
（発達障がい含む）

うつ

うつ

薬物依存症

ギャンブル依存症

てんかん

摂食障がい

災害医療

発達障がい（成人）

妊産婦のメンタルヘルス

疾患名

統合失調症

認知症

児童・思春期精神疾患
（発達障がい含む）

摂食障がい

災害医療

発達障がい（成人）

妊産婦のメンタルヘルス

PTSD

アルコール依存症

薬物依存症

ギャンブル依存症

てんかん

高次脳機能障がい



都道府県連携拠点医療機関

所在地 医療機関名

統
合
失
調
症
①

統
合
失
調
症
②

認
知
症
①

認
知
症
②

児
童
・
思
春
期

う
つ

ア
ル
コ
ー

ル

薬
物

ギ
ャ
ン
ブ
ル

て
ん
か
ん

摂
食

災
害

成
人
発
達

妊
産
婦

1 医療法人利田会久米田病院 ○

2 市立岸和田市民病院 ○

3 貝塚市 医療法人河﨑会水間病院 ○

4 医療法人和気会新生会病院 ○

5 医療法人聖和錦秀会阪和いずみ病院 ○

6 高石市 医療法人微風会浜寺病院 ○

7 熊取町 医療法人爽神堂七山病院 ○ ○ ○

1 1 1 0 0 1 3 1 0 0 0 0 0 1

地域連携拠点医療機関

所在地 医療機関名

統
合
失
調
症

認
知
症

児
童
・
思
春
期

う
つ

P
T
S
D

ア
ル
コ
ー

ル

薬
物

ギ
ャ
ン
ブ
ル

て
ん
か
ん

高
次
脳
①

高
次
脳
②

高
次
脳
③

高
次
脳
④

高
次
脳
⑤

摂
食

災
害

成
人
発
達

妊
産
婦

1 医療法人利田会久米田病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 医療法人坂根病院 ○

3 医療法人聖志会渡辺病院 ○

4 川田クリニック ○

5 医療法人健翔会岸和田クリニック ○ ○ 12~ ○ ○ ○

6 クスベ医院 5~ ○ ○

7 市立岸和田市民病院 ○ ○

8 医療法人田村会貝塚中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 木島病院 ○ ○ 〇

10 医療法人永和会こころあ病院 ○ 〇 ○

11 医療法人河﨑会水間病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 さくらクリニック ○ ○

13 楓こころのホスピタル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14
医療法人亀廣記念医学会関西サナト
リウム

○ ○ ○

15 医療法人貴生会和泉中央病院 ○ ○ 6~ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 医療法人和泉会和泉丘病院 ○ ○

17 医療法人和気会新生会病院 ○

18 医療法人聖和錦秀会阪和いずみ病院 ○ ○ ○

19
医療法人貴生会いずみ中央メンタル
クリニック

○ ○ 6~ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20
地方独立行政法人大阪府立病院機
構大阪母子医療センター

0~

21 中畑医院 ○ ○ ○

22 高石市 医療法人微風会浜寺病院 ○ ○ 10~ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 医療法人白卯会白井病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 医療法人白水会紀泉病院 ○ ○

25 阪南市 医療法人田中医院 ○ ○ ○

26 医療法人爽神堂七山病院 ○ ○ 6~ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 いとうまもる診療所 ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 14 7 5 0 5 2 0 10 6 8 6 8 11 6 9 12 10

※児童・思春期については、対応可能な最少年齢を記載

令和元年度

和泉市

医療機関合計

貝塚市

岸和田市

岸和田市

泉佐野市

泉南市

熊取町

医療機関合計

和泉市

泉州二次医療圏 



参考1 都道府県連携拠点医療機関-指定要件

※都道府県連携拠点医療機関に望まれる機能

都道府県連携拠点として望まれる機能

① クロザピンによる治療が可能

② 修正電気けいれん療法（mECT）が可能

① 認知症専門医を養成する研修が可能（府全体の研修機能がある）

②
高度な診断機能
（認知症疾患医療センターで通常できる鑑別診断より高度な検査や診断が自院内で可能）

児童思春期の精神科入院機能

修正電気けいれん療法（mECT）が可能

専門プログラムの普及・困難事例の入院治療が可能

専門プログラムの普及・困難事例の入院治療が可能

専門プログラムの普及が可能

重症例に対応（てんかん重積発作に対応等）が可能
（呼吸管理の元での治療が可能）

重篤な身体状態の悪化にも対応可能（BMI15未満に対応可能）・入院治療が可能

DPATとしての役割を持ち、府と連携しての活動が可能

人材育成が可能（府全体の研修機能がある）

院内の精神科医と産婦人科医が連携しての支援が可能
市町村や保健所等との連携が可能

参考2 地域連携拠点医療機関-指定要件

※地域連携拠点医療機関に望まれる機能

地域連携拠点として望まれる機能

相談機能があり、地域の福祉関係機関等と連携して支援ができる

認知症疾患医療センターあるいは、専門医療相談、鑑別診断、身体合併症・周辺症状の急
性期対応等認知症疾患センターと同等の機能がある

児童思春期を専門とする医師が診察
確定診断が可能

うつ病に特化したプログラム（認知行動療法、リワークプログラム）を実施

専門的治療（持続エクスポージャー療法、EMDR等）が可能

専門プログラム（疾病教育・ミーティング・認知行動療法等）を実施

専門プログラム（疾病教育・ミーティング・認知行動療法等）を実施

専門プログラム（疾病教育・ミーティング・認知行動療法等）を実施

専門的治療が可能

① 国基準診断

② 診断書作成

③ リハビリ対応

④ 精神症状対応可能（入院）

⑤ 精神症状対応可能（通院）

身体状況悪化に対応
身体科と連携しての診療可能

府と連携して被災した精神科医療機関へ支援を行うことが可能

確定診断、疾病教育が可能

地域の産婦人科機関と連携しての診療が可能

アルコール依存症

疾患名

統合失調症

認知症

児童・思春期精神疾患
（発達障がい含む）

うつ

うつ

薬物依存症

ギャンブル依存症

てんかん

摂食障がい

災害医療

発達障がい（成人）

妊産婦のメンタルヘルス

疾患名

統合失調症

認知症

児童・思春期精神疾患
（発達障がい含む）

摂食障がい

災害医療

発達障がい（成人）

妊産婦のメンタルヘルス

PTSD

アルコール依存症

薬物依存症

ギャンブル依存症

てんかん

高次脳機能障がい



都道府県連携拠点医療機関

所在地 医療機関名

統
合
失
調
症
①
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合
失
調
症
②

認
知
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認
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②
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期
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ル
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ル

薬
物

ギ
ャ
ン
ブ
ル

て
ん
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ん

摂
食

災
害

成
人
発
達

妊
産
婦

1 医療法人利田会久米田病院 ○

2 医療法人大賀医院 ○

3 貝塚市 医療法人河﨑会水間病院 ○

4 医療法人和気会新生会病院 ○

5 医療法人聖和錦秀会阪和いずみ病院 ○

6 高石市 医療法人微風会浜寺病院 ○

7 熊取町 医療法人爽神堂七山病院 ○ ○ ○

1 1 1 0 0 1 3 1 0 0 0 0 0 1

地域連携拠点医療機関

所在地 医療機関名
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脳
①
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②
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③
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次
脳
④
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次
脳
⑤

摂
食

災
害

成
人
発
達

妊
産
婦

1 医療法人利田会久米田病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 医療法人坂根病院 ○

3 医療法人聖志会渡辺病院 ○

4 医療法人大賀医院 ○

5 川田クリニック ○

6 医療法人健翔会岸和田クリニック ○ ○ 12~ ○ ○ ○

7 医療法人田村会貝塚中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 医療法人桐葉会木島病院 ○ ○

9 医療法人永和会こころあ病院 ○ 〇 ○

10 医療法人河﨑会水間病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 さくらクリニック ○ ○

12 楓こころのホスピタル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13
医療法人亀廣記念医学会関西サナト
リウム

○ ○ ○

14 医療法人貴生会和泉中央病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 医療法人和泉会和泉丘病院 ○

16 医療法人和気会新生会病院 ○

17 医療法人聖和錦秀会阪和いずみ病院 ○ ○ ○

18
医療法人貴生会いずみ中央メンタル
クリニック

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 高石市 医療法人微風会浜寺病院 ○ ○ 10~ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 医療法人白卯会白井病院 ○

21 医療法人白水会紀泉病院 ○ ○

22 阪南市 医療法人田中医院 ○ ○ ○

23 医療法人爽神堂七山病院 ○ ○ 6~ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 いとうまもる診療所 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 13 3 5 0 5 2 0 9 5 7 5 7 10 5 8 10 8

※児童・思春期については、対応可能な最少年齢を記載

泉佐野市

泉南市

熊取町

医療機関合計

和泉市

平成30年度

和泉市

医療機関合計

貝塚市

岸和田市

岸和田市

泉州二次医療圏 



参考1 都道府県連携拠点医療機関-指定要件

※都道府県連携拠点医療機関に望まれる機能

都道府県連携拠点として望まれる機能

① クロザピンによる治療が可能

② 修正電気けいれん療法（mECT）が可能

① 認知症専門医を養成する研修が可能（府全体の研修機能がある）

②
高度な診断機能
（認知症疾患医療センターで通常できる鑑別診断より高度な検査や診断が自院内で可能）

児童思春期の精神科入院機能

修正電気けいれん療法（mECT）が可能

専門プログラムの普及・困難事例の入院治療が可能

専門プログラムの普及・困難事例の入院治療が可能

専門プログラムの普及が可能

重症例に対応（てんかん重積発作に対応等）が可能
（呼吸管理の元での治療が可能）

重篤な身体状態の悪化にも対応可能（BMI15未満に対応可能）・入院治療が可能

DPATとしての役割を持ち、府と連携しての活動が可能

人材育成が可能（府全体の研修機能がある）

院内の精神科医と産婦人科医が連携しての支援が可能
市町村や保健所等との連携が可能

参考2 地域連携拠点医療機関-指定要件

※地域連携拠点医療機関に望まれる機能

地域連携拠点として望まれる機能

相談機能があり、地域の福祉関係機関等と連携して支援ができる

認知症疾患医療センターあるいは、専門医療相談、鑑別診断、身体合併症・周辺症状の急
性期対応等認知症疾患センターと同等の機能がある

児童思春期を専門とする医師が診察
確定診断が可能

うつ病に特化したプログラム（認知行動療法、リワークプログラム）を実施

専門的治療（持続エクスポージャー療法、EMDR等）が可能

専門プログラム（疾病教育・ミーティング・認知行動療法等）を実施

専門プログラム（疾病教育・ミーティング・認知行動療法等）を実施

専門プログラム（疾病教育・ミーティング・認知行動療法等）を実施

専門的治療が可能

① 国基準診断

② 診断書作成

③ リハビリ対応

④ 精神症状対応可能（入院）

⑤ 精神症状対応可能（通院）

身体状況悪化に対応
身体科と連携しての診療可能

府と連携して被災した精神科医療機関へ支援を行うことが可能

確定診断、疾病教育が可能

地域の産婦人科機関と連携しての診療が可能

アルコール依存症

疾患名

統合失調症

認知症

児童・思春期精神疾患
（発達障がい含む）

うつ

うつ

薬物依存症

ギャンブル依存症

てんかん

摂食障がい

災害医療

発達障がい（成人）

妊産婦のメンタルヘルス

疾患名

統合失調症

認知症

児童・思春期精神疾患
（発達障がい含む）

摂食障がい

災害医療

発達障がい（成人）

妊産婦のメンタルヘルス

PTSD

アルコール依存症

薬物依存症

ギャンブル依存症

てんかん

高次脳機能障がい


